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管　割 図

老朽管更新黒沢
配水管布設替工事

酒井 酒井

1　葉中之　3　

木村

令和８年度

伊藤（靖） 伊藤（勇）

集会施設
黒沢多目的

給1

減圧弁
既設

消

減

Ａ
Ａ’

SP

EP

舗装部分

土被り
300RC40

掘削幅

800
100

100

砂

100

発生土

600 300300

影響幅 影響幅

M25 再密粒度As20F40

260

管外径

HPPEφ100（125）

HPPEφ75（90）

SP+20.0付近
Ａ Ａ´

耐震型高性能ポリエチレン管　

φ75

MK

HPPEφ100ﾒｶｷｬｯﾌﾟ
(R7設置品再利用)

MK

φ100×3本

MK

D
IP

PE
P

減圧弁

L=2800
W=1000

MK

PEP

HIVP

既設管に接続

MK

MK

MK

既設管に接続

EF片受直管EF片受直管

φ100
φ100

甲切
φ100

甲切
φ100

EF片受直管

5000 490 1200 490 15000 3800 420

100×75
EF片受ﾚﾃﾞｭｰｻ

片受ﾍﾞﾝﾄﾞ
45°

φ100

45°
片受ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ75

11°
片受ﾍﾞﾝﾄﾞ

甲切

φ75 片受ﾍﾞﾝﾄﾞ
φ75

45°

355 1500 475 112

75×75
EFﾁｰｽﾞ

780

両挿ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
φ75

PCｼﾞｮｲﾝﾄ
φ75

PCｼﾞｮｲﾝﾄ
φ75

780

両挿ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
φ75

112

75×75
EFﾁｰｽﾞ

112

75×75
EFﾁｰｽﾞ

φ75

1000

乙切

112

75×75
EFﾁｰｽﾞ

φ75

乙切

4700780

両挿ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁
φ75φ75

1000

乙切

5000+490+1200+490+15000+3800+420=26,400

HPPEφ100　　L＝26.4m

3
00

2
5
0

2
1
5

75×75
EFﾁｰｽﾞ

甲切

φ75

90°
片受ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ75

75×75
EFﾁｰｽﾞ

甲切

φ75

90°
片受ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ75

2
1
5

3
0
0

25
0

両挿ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

φ75

甲切

φ75
甲切

φ75

90°
片受ﾍﾞﾝﾄﾞ

90°
片受ﾍﾞﾝﾄﾞφ75

EFｿｹｯﾄ
φ75
EFｿｹｯﾄ

φ75
EFｿｹｯﾄ

φ75
EFｿｹｯﾄ

φ75
ﾒｶｷｬｯﾌﾟ

320 1526 780 1526 320

φ75 φ75

D
IP

P
E
P

φ75

乙切

1000

PVｼﾞｮｲﾝﾄ
φ75

75×75
EFﾁｰｽﾞ

甲切

φ75

φ75
EFｿｹｯﾄ

両挿
ｿﾌﾄｼｰﾙ
仕切弁

3
97

0
2
50

7
8
0

78
0
+
39

7
0
+2

5
0=

5
,
00

0

355+1500+475+112+780＋780+112+1000+112+1000+112+1000+780+4700=12,818

H
PP

E
φ

75
　

L
＝

5
.0

ｍHPPEφ75　L＝12.8m

250+300+215+320+1526+780+1526+320+215+300+250=6,002

HPPEφ75　L＝6.0m

本管労務内訳表本管資材数量表 当初

φ75
PVｼﾞｮｲﾝﾄ

再利用

PEP

HIVP
25

0EFﾁｰｽﾞ
75×75

4
75

甲切

φ75

甲切

φ75

20
0
0

20
0
0

φ75

45°
片受ﾍﾞﾝﾄﾞ

4
7
5

φ75

45°
片受ﾍﾞﾝﾄﾞ

甲切

φ75

1
52

0

φ75
EFｿｹｯﾄ

φ75

両挿
ｿﾌﾄｼｰﾙ
仕切弁

7
8
0

H
PP

E
φ

75
　

L
＝

7
.5

ｍ

2
5
0+

2
00

0
+
47

5
+2

0
0
0+

4
75

+
1
52

0
+7

8
0
=7

,
50

0

HPPEφ100EF(直管+甲切) 6 本

単位

HPPEφ75EF(甲切) 9 本
EFｿｹｯﾄφ75 6 個
EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ90°φ75 2 個

2 個
3 個
1 個

EF片受ﾚﾃﾞｭｰｻ φ100×75 1 個
4 個
1 個PVｼﾞｮｲﾝﾄφ75

PCｼﾞｮｲﾝﾄφ75 2 個

EFｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ75(両挿)
ﾒｶｷｬｯﾌﾟφ75 1 個

6 個
個
個

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ45°φ100
EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ45°φ75
EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ11°1/4 φ75

仕切弁BOX（ｼｮｰﾄ）

当初 単位

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工φ100 26.4 ｍ
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工φ75 31.3 ｍ
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 融着接合φ100 9 口
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 融着接合φ75 15 口
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 融着接合φ75 10 箇所
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(ﾒｶﾆｶﾙ継手)布設工φ75 5 口
ﾒｶﾆｶﾙ継手継手工φ75（普通押輪） 口

1

2

3

4

5

6

7

8

9

甲切 乙切

1500 1000

300 1000

1526 1000

1526

300 4700

2000

2000

1520

3970

切管数量表

HPPEφ75

HPPEφ100　L=26.4ｍ

HPPEφ75　 L=31.3ｍ

EFﾁｰｽﾞφ75

MK

2

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工φ100 2 口
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工φ75 口
硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管切断工 φ75　撤去管 2 口
仕切弁設置工φ100以下 6 基
仕切弁BOX設置工 6 箇所
本管土工（ｼｰﾄ工含む） 57.7 ｍ

口2ﾒｶﾆｶﾙ継手継手工φ75（特殊押輪）

MK

MK MK

13

MK

S=FREE

土被り
300RC40

掘削幅

800
100

100

砂

100

発生土

600 300300

影響幅 影響幅

M25 再密粒度As20F40

260

管外径

HPPEφ100（125）
HPPEφ75（90）

本管部分

土被り

掘削幅

100

100

砂

管外径

HPPEφ20（27）

600

600

発生土 500

給水部分

箇所試掘削工 2
3

識別ﾏｰｶｰ 個12
仕切弁BOX（ﾛﾝｸﾞ） 3

既設VPφ75

平面図

管割図

標準断面

横断面

変更変更

HPPEφ100
HPPEφ75
減圧弁設置・撤去

R8施工

消火栓更新 1基

L=26.4ｍ
L=31.3ｍ



PVJを外し、仕切弁から接続

φ20

Ｈ

消火栓更新

MK

1
1° 3
55

ﾍﾞ
ﾝﾄﾞ

E
F

フ
ラ

ンジ
短

管

145
甲

切
ﾍ
ﾞﾝ

ﾄﾞ
ﾍﾞ

ﾝﾄ
ﾞ

45
°

2
2° 3
75

H
PP

Eφ
7
5　

Ｌ
＝

4.0
m

EFキャップφ75

既設HPPEφ75

PEP

HIVP

PVｼﾞｮｲﾝﾄ
φ75
再利用

MK

MK

給水1

EFﾌﾟﾗｸﾞ付ｻﾄﾞﾙ

MK
HPPEφ100

20

φ100×20

EFｿｹｯﾄ

φ100×20
φ20

EFｿｹｯﾄ φ20
φ20

給水材料表

分水栓建込工ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ据付工
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工（融着両口）

給水労務表

EFﾌﾟﾗｸﾞ付ｻﾄﾞﾙ 1
HPPE直管

1

（仕切弁BOXは市で提供）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工

3

既設PPφ20

土工　　2ｍ

φ20

HPPE 直管
φ20

EFｿｹｯﾄφ20

255

EFｿｹｯﾄ φ20

ｽｸﾘｭｰｼﾞｮｲﾝﾄ

ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾏｰｶｰ
ｽｸﾘｭｰｼﾞｮｲﾝﾄ 2

1
φ20

75

75

1595

1.6

47
5

26
50

4
75

+
26
5
0+

37
5
+3

5
5+

14
5
=4

,
00

0

消火栓労務内訳表 当初

1

3
2φ20

φ100×20

φ20
φ20

当初

当初

個

個
個
個

ｍ

個

ｍ
箇所

口
箇所

単位

単位

単位

消火栓資材数量表 当初 単位

個　

本　

個　

個
個
個

組
基
個　

HPPEφ75EF直管（片受）

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材φ75 LSP型
地上式消火栓

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ45°φ75

EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ11°1/4 φ75
EF片受ﾍﾞﾝﾄﾞ22°1/2 φ75

　識別ﾏｰｶｰ

EFｷｬｯﾌﾟ
EFﾌﾗﾝｼﾞ短管φ75

1
1

1

1
1

1
1

3

1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工φ75(据付管)
4.0ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工φ75
1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管継手工 融着接合φ75
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工φ75(撤去管)

6
2

口

ｍ
口　
口　

影響幅

影響幅

配水管布設

0.3

0.3

0.6 1.2m

汚泥　

Co

処分費

As　　2.9m3×2.3=6.7ｔ

0.1m3×2.35=0.2ｔ

0.22m3×1.1＝0.2ｔ

運搬費

CO塊

AS塊

＝2.9m3

72.8×0.04＝2.912

0.1m3

汚泥　 222.8m≒0.2m3

舗装切断
As （46.7+4.0+5.0）×4=222.8

=223ｍ

As(t=4cm)73㎡

表層

不陸整正
(t=3cm) （46.7+4.0+5.0）×0.6=33.42

As(t=4cm) 60.8+12.0=72.8

=73㎡

=33㎡

本管部分

W1.2ｍ×L（46.7+4.0）ｍ　60.84≒60.8㎡
減圧弁設置箇所

W2.4m×L5.0m = 12㎡

影響幅

影響幅

0.3

0.3

減圧弁設置
2.4m1.8

5.0m

縮尺　フリー
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配水管布設替工事

酒井 酒井木村

令和８年度

伊藤（靖） 伊藤（勇）

2　葉中之　3　

老朽管更新黒沢

給水図・展開図

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ

1：
0.
3

19
4
0

1
50

5
0

2
14

0

捨てｺﾝ
8-25

RC-40

2100

1900

650 650

3400

2100

GL

正面図

ﾚｼﾞﾝﾏﾝﾎｰﾙ

横面図

650

1：
0.
3

1
94

0
1
5
0
50

2
14

0

捨てｺﾝ
8-25

RC-40

650

GL

1300

2600

1100

1300

給水土工 2
2φ20

ｍ
口

φ20 口1

消火栓設置工 機械施工 地上式 単口消火栓
消火栓撤去工 機械施工 地上式 単口消火栓 1

1
構造物とりこわし工（無筋Co）V=0.7*0.7*0.2 m3

口　
口　

消火栓土工（シート工含む）（As 4㎝） 4.0 ｍ
0.1

小口径管ねじ込み接合
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工（撤去管）

1

ｽｸﾘｭｰｼﾞｮｲﾝﾄ 舗装版取壊し（表層と同じ）

50.7m

掘削
｛(3.40×2.60)+(2.10×1.30)｝/2×2.14=12.38

=13㎥

床均し
2.10×1.30=2.73

=3㎡

基礎砕石（RC-40）
3×0.15=0.45

=0.5㎥

型枠（一般型枠）
3㎡

=0.2㎥
3×0.05=0.15

ｺﾝｸﾘｰﾄ（人力打設）

埋戻し
｛(0.65+0.2)/2｝×1.94×2.8＝2.3 =2.3㎥

発生土処理
13-(2.3+4.8)=5.9

=5.9㎥

舗装取壊し工舗装工

L46.7＝総延長57.7－（減圧弁設置箇所5.0m＋ﾊﾞｲﾊﾟｽ延長6.0m）

消火栓工事

舗装展開図

給水図 本管土工

減圧弁土工

変更

変更

変更

変更
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配水管布設替工事

酒井 酒井木村

令和８年度

伊藤（靖） 伊藤（勇）

3　葉中之　3　

老朽管更新黒沢

減　圧　弁

1

当初 単位

1
1

当初 単位減圧弁資材数量表

1 台
ｽﾄﾚｰﾅｰ SU-C型 φ75
減圧弁 MRF-100型 φ75

1 台
HS-2特･一体型ﾊｲﾚｼﾞｺﾝﾋﾟｯﾄ 1 基

1 組
ﾚｼﾞﾝ製架台
ﾚｼﾞﾝ製調整ﾘﾝｸﾞ φ600×140H

1 式
昇降用ｽﾃｯﾌﾟ 5 段
鉄蓋（開閉ﾊﾞｰﾙ付） 1 組
FCD製K形短管2号 φ75×700L 2 本

本NC製両ﾌﾗﾝｼﾞ短管 80A×450L
NC製伸縮管EXR-FA型 80A×290L±40 本

5 組ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ75

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製減圧弁室設置工
（16ｔﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ）
試運転調整費 1

当初 単位既設減圧弁撤去労務内訳表減圧弁設置労務内訳表

㎥構造物取壊し工（有筋Co）
1.2×2.4×1.65×0.2＝0.95

1.2×2.4×1.65＝4.75
㎥埋戻し（発生土） 4.8

（既設減圧弁は販売元が引取り）

Co（有筋）処分費 2.2 ｔ
0.95m3×2.3=2.185

8 時間

人工

減圧弁

変更 変更 変更


